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守り続けたい、ふる里の自然　日本の棚田百選（大江町毛原）

　

4
月
臨
時
市
議
会
は
4
月　

日
に
開
催
さ
れ
、上
程
さ
れ
た
「
平
成　

年
度
福
知
山
市

23

21

一
般
会
計
補
正
予
算
」
な
ど
2
議
案
を
審
議
し
、い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。

　

ま
た
固
定
資
産
評
価
員
に
磯
崎
弘
規
さ
ん
の
選
任
に
同
意
し
た
。

□◆
 

補
正
予
算

　

一
般
会
計
は
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券

発
行
事
業
経
費
2
0
0
0
万
円
、
元
気
な
お

店
づ
く
り
応
援
事
業
経
費
6
0
0
万
円
を

補
正
し
、
補
正
後
の
総
額
を
3
7
5
億
5
1

1
7
万
9
千
円
と
し
た
。

□◆
 

条
例
関
係

専
決
処
分
の
承
認

・
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

等
の
制
定
に
伴
い
、「
福
知
山
市
税
条
例
」

及
び「
福
知
山
市
都
市
計
画
税
条
例
」に
つ

い
て
、平
成　

年
3
月　

日
に
、専
決
処
分

21

31

に
よ
り
一
部
改
正
を
行
っ
た
。

□◆
 

報　

告

・和
解
に
つ
い
て

□◆
 

人
事
議
案

・固
定
資
産
評
価
員

　
 
磯  
崎  
弘  
規 
さ
ん（
旭
が
丘
、　

歳
、新
任
）

い
そ 
ざ
き 
ひ
ろ 

き

48

　

5
月
臨
時
市
議
会
は　

日
か
ら　

日
ま
で
の
5
日
間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
、
上
程
さ
れ

21

25

た
「
平
成　

年
度
福
知
山
市
老
人
保
健
医
療
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
」
な
ど
4
議
案
を

21

審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。

　

こ
の
議
会
で
は
、正
副
議
長
の
選
挙
で
松
本
良
彦
議
長
、仲
林
清
貴
副
議
長
を
選
出
す
る

と
と
も
に
、常
任
委
員
会
、議
会
運
営
委
員
会
及
び
由
良
川
改
修
促
進
特
別
委
員
会
の
委
員

会
構
成
を
行
い
、予
算
審
査
特
別
委
員
会
正
副
委
員
長
の
選
任
、福
知
山
市
職
員
収
賄
事
件

調
査
特
別
委
員
会
の
委
員
の
一
部
変
更
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
議
会
選
出
の
監
査
委
員
に
吉
見
光
則
議
員
の
選
任
に
同
意
し
、
京
都
府
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
議
員
に
審
良
和
夫
議
員
を
選
出
し
た
ほ
か
、
福
知
山
市
農
業
委

員
会
委
員
に
谷
口
守
議
員
の
推
薦
を
行
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
議
員
発
議
に
よ
る
「
福
知
山
市
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
」

と
「
福
知
山
市
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
」
を
可
決
し
た
。

□◆
 

補
正
予
算

　

老
人
保
健
医
療
事
業
特
別
会
計
で
は
、平

成　

年
度
決
算
見
込
み
に
お
い
て
2
2
9
2

20
万
円
の
不
足
を
生
じ
る
た
め
、　

年
度
予
算

21

で
補
て
ん
を
し
、補
正
後
の
総
額
を
9
2
6

2
万
円
と
し
た
。

□◆
 

条
例
関
係

　

「
福
知
山
市
長
及
び
副
市
長
並
び
に
ガ

ス
水
道
事
業
管
理
者
の
給
与
に
関
す
る
条

例
」
な
ど
3
条
例
の
一
部
改
正
を
行
っ
た
。

□◆
 

報　

告

・和
解
に
つ
い
て

□◆
 

人
事
議
案

・監
査
委
員

　
 
吉  
見 　
 
光  
則 
議
員

よ
し 

み 

み
つ 
の
り

・農
業
委
員
会
委
員

　
 
谷  
口 　
　
 
守 
議
員

た
に 
ぐ
ち 

ま
も
る
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総　　務市民厚生経　　済文教建設
◎木戸 正�

○大谷 洋介

　奧藤 　晃

　野田 勝康

　高宮 辰郎

　吉見 純男

　塩見 　仁

　井上 重典

◎審良 和夫

○荒川 浩司

　吉見 光則

　武田 義久

　中島 英俊

　芦田 　廣

　加藤 弘道

　仲林 清貴

◎芦田 弘夫

○稲垣 司郎

　細見 秀樹

　今次 淳一

　塩見卯太郎
　杉山 金三

　足立 　進

　和田 　久

◎福島 慶太

○谷口 　守

　池田 雅志

　大西 敏博

　永田 時夫

　竹下 一正

　�宮 泰一

総務委員会
　地域振興、施策の総合調整、

情報管理、秘書、広報などを行う

「企画政策部」、税金などの徴収、
予算編成、契約などに関すること

を行う「財務部」、自治会、支所、
職員の任免などに関することを行

う「総務部」、市民の生命と財産
を守る「消防本部」などに属する
事項を審査する。

市民厚生委員会
　市民の福祉施策を進めたり、

健康推進などの施策を行う「福
祉保健部」、人権啓発の推進、
市民生活と緊密な戸籍、保険、

交通、年金、環境などに関す

ることを行う「市民人権環境
部」、市民の健康を守る「市民病
院」に属する事項を審査する。

経済委員会
　農林業の振興、農村地域環境

整備、商工業の振興、観光施

策を行う「農林商工部」、下水道、
農業集落排水、合併処理浄化槽

事業の整備を行う「下水道部」、
ガス水道の供給を行う「ガス水
道部」及び農業委員会に属する
事項を審査する。

文教建設委員会
　学校教育、社会教育などを行

う「教育委員会」、市管理の道路
及び河川、公営住宅、建設工事、

都市計画、土地開発事業などを

行う「土木建設部」に属する事
項を審査する。

常任委員会

議会だより編集委員会
◎吉見 純男 　○池田 雅志

　荒川 浩司 　　奧藤 　晃

　今次 淳一 　　谷口 　守

　井上 重典 　　永田 時夫

　芦田 弘夫 　　和田 　久

「ふくちやまし議会だより」の編集、
発行等について協議する。

 吉  見   光  則  監査委員
よし み みつ のり

議会運営委員会
◎武田 義久 　○細見 秀樹

　大谷 洋介 　　審良 和夫

　稲垣 司郎 　　谷口 　守

　吉見 純男 　　木戸 正

　塩見 　仁  　　　　　　

会期及び議事日程、進行、議案、意
見書、請願等の取り扱いを協議し、
円滑な運営をはかる。

◎委員長　  ○副委員長

 仲  林   清  貴  副議長
なか ばやし きよ たか

 松  本   良  彦  議 長
まつ もと よし ひこ

市
民
の
目
線
で
の
行
政
チ
ェ
ッ
ク

5 月臨時会で決まった議会の体制 厳
し
い
地
域
経
済
の
な
か

　
「
市
民
の
願
い
が
届
く
公
正
で

　
　

円
滑
な
議
会
運
営
」を
め
ざ
す



平成２１年７月１日発行No.76 ふくちやまし 

会 派 一 覧

3

人　数議　　　　員　　　　名会 派 名 等

５名◎竹下 一正　野田 勝康　武田 義久　芦田 　廣　芦田 弘夫福 政 会

４名◎杉山 金三　井上 重典　審良 和夫　福島 慶太新 政 会

６名
◎塩見卯太郎　仲林 清貴　足立 　進　吉見 純男　中島 英俊
　�宮 泰一

日 本 共 産 党
福 知 山 市 会 議 員 団

２名◎高宮 辰郎　谷口 　守平 成 会

２名◎今次 淳一　大谷 洋介公 明 党 議 員 団

２名◎木戸 正�　和田 　久自 由 民 主 党 議 員 団

４名◎奧藤 　晃　細見 秀樹　吉見 光則　大西 敏博創 政 会

２名◎稲垣 司郎　永田 時夫政 和 会

４名◎池田 雅志　塩見 　仁　加藤 弘道　松本 良彦明 政 会

１名　荒川 浩司いずれの会派にも所属しない議員

◎代表者（届け出順）

議会選出により議員が所属する各種委員会・協議会等

予 算 審 査
◎野田 勝康　○和田 　久　　正副委員長を除く全議員

由 良 川 改 修 促 進
◎高宮 辰郎　○杉山 金三　　池田 雅志　　福島 慶太　　今次 淳一　　武田 義久　　塩見卯太郎
　塩見 　仁　　竹下 一正　　加藤 弘道　　�宮 泰一　　和田 　久

福知山市職員収賄事件調査
◎永田 時夫　○奧藤 　晃　　大谷 洋介　　荒川 浩司　　細見 秀樹　　木戸 正�　　杉山 金三
　竹下 一正　　仲林 清貴

特別委員会（議会設置）

氏　　　名名　　　称氏　　　名名　　　称

大西 敏博　永田 時夫
芦田 弘夫

職員懲戒審査委員会
谷口 　守　塩見卯太郎
中島 英俊　芦田 　廣

農 業 委 員 会

野田 勝康　高宮 辰郎
竹下 一正　和田 　久

自治功労者表彰審査委員会
福島 慶太市営住宅入居者選考委員会

大谷 洋介　武田 義久
永田 時夫　足立 　進
仲林 清貴

都 市 計 画 審 議 会 福島 慶太　松本 良彦
審良 和夫　木戸 正�

交 通 対 策 協 議 会

細見 秀樹　吉見 純男環 境 審 議 会大西 敏博青少年問題協議会

和田 　久人 権 問 題 協 議 会池田 雅志　�宮 泰一公民館運営審議会

池田 雅志　中島 英俊
塩見 　仁

農 村 計 画 審 議 会
谷口 　守　竹下 一正図 書 館 協 議 会

吉見 光則　中島 英俊国民健康保険運営協議会

審良 和夫　仲林 清貴病院事業運営協議会芦田 　廣　加藤 弘道民 生 委 員 推 薦 会

芦田 　廣高齢者対策協議会荒川 浩司社会福祉協議会理事

稲垣 司郎夜久野町養豚団地環境保全委員会高宮 辰郎　木戸 正�水 防 協 議 会

※京都府後期高齢者医療広域連合議会
府内の全市町村議会で選ばれた議員で構成され、広域
連合の予算や条例などの審議・決定を行う機関

審良 和夫
京都府後期高齢者医
療広域連合議会議員



4

議会だより

【
５
月
】

1
日　

議
会
運
営
委
員
会

8
日　

議
会
運
営
委
員
会

　

日　

全
議
員
協
議
会
、各
派
幹
事

11

会

　

日　

京
都
府
木
津
川
市
議
会
行

13

政
視
察
来
市

　

日　

議
会
運
営
委
員
会

14
　

日　

全
議
員
協
議
会
、各
派
幹
事

15

会

　

日　

経
済
委
員
協
議
会

18
　

日　

青
森
県
八
戸
市
議
会
行
政

19

視
察
来
市
、第　

回
日
本
非

26

核
宣
言
自
治
体
協
議
会
総 

　
　
　

会
・
研
修
会（　

日
〜　

日
）

19

20

　

日　

臨
時
市
議
会
本
会
議
、全
議

21

員
協
議
会
、各
派
幹
事
会

　

日　

臨
時
市
議
会
本
会
議
、総
務
、

22

市
民
厚
生
委
員
会
、経
済
、

文
教
建
設
委
員
協
議
会

　

日　

臨
時
市
議
会
本
会
議
、議
会

25

運
営
委
員
会
、全
議
員
協
議

会
、議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

会
、文
教
建
設
委
員
協
議
会

　

日　

全
国
市
議
会
議
長
会
定
期

27

総
会
、基
地
協
議
会
会
計
監

査

　

日　

防
災
パ
ト
ロ
ー
ル

28

議
会
日
誌 

議
会
日
誌 

議
会
日
誌 

5
月
 

　
 
萌  
葱 
色
の
山
々
か
ら

も
え 

ぎ

新
緑
が
鮮
や
か
に
水
田

に
映
し
出
さ
れ
る
季
節

に
な
り
ま
し
た
。「
議
会

だ
よ
り
編
集
委
員
会
」

の
委
員
も
5
月
臨
時
市

議
会
よ
り
交
代
し
ま
し

た
。文
字
も
大
き
く
し
、

皆
さ
ま
方
と
議
会
が
身

近
で
親
し
み
の
あ
る
編

集
に
今
年
一
年
間
努
め

て
ま
い
り
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
を
い
た

し
ま
す
。

4 月臨時市議会常任委員会の審査報告
総務委員会

　

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
第
2
号
「
専
決

処
分
の
承
認
に
つ
い
て
」
の
審
査
を
行
な
っ
た
。

議
第
2
号
「
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て
」
の

「
福
知
山
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
」
は
固
定
資
産
の
評
価
替
え

に
伴
う
負
担
水
準
に
つ
い
て
、
地
価
は
下
が
っ
て

い
る
の
に
税
は
上
が
っ
て
い
る
割
合
や
福
知
山
の

現
状
を
問
う
質
疑
に
対
し
、土
地
に
つ
い
て
は
、地

価
公
示
価
格
等
の
下
落
が
見
込
ま
れ
る
の
で
、

今
後
は
税
は
下
が
っ
て
い
く
と
考
え
る
。
総
評
価

筆
総
数
5
万
4
千
筆
の
う
ち　

・
5
％
の
地
価
評

94

価
が
下
が
っ
て
お
り
、
課
税
標
準
額
に
つ
い
て
は

　

・
４
％
が
据
え
置
き
、　

・
4
％
が
減
少
、　

・

39

21

39

2
％
が
増
加
す
る
見
込
み
で
あ
る
と
い
う
答
弁

で
あ
っ
た
。
そ
の
他
各
委
員
か
ら
数
多
く
の
質
疑

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
詳
細
な
説
明
を
受
け
た
。

　

以
上
の
経
過
で
審
査
を
終
え
採
決
の
結
果
、

議
第
2
号
は
賛
成
多
数
で
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
た
。

経済委員会
　

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
第
1
号
「
平
成

　

年
度
福
知
山
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
2

21号
）
」
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
発
行
事
業
に

つ
い
て
審
査
を
行
っ
た
。
ま
ず
プ
レ
ミ
ア
ム
分

　

％
の
負
担
割
合
が
決
め
ら
れ
た
経
過
に
つ
い

10て
問
う
質
疑
が
あ
り
、
他
市
の
例
を
勘
案
し
、

協
議
を
重
ね
る
中
で
福
知
山
商
工
会
議
所
と
福

知
山
市
商
工
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
要
望
書
を
も

と
に
決
定
し
た
と
の
答
弁
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
こ
の
事
業
の
周
知
を
市
が
主
体
的
に

行
う
べ
き
で
は
な
い
か
と
す
る
質
疑
で
は
、
市

と
し
て
は
お
楽
し
み
抽
選
会
の
活
用
な
ど
大
き

な
と
こ
ろ
に
つ
い
て
広
報
し
周
知
を
図
り
た
い

と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
商
品
券
の
偽
造

防
止
策
に
つ
い
て
の
質
疑
が
あ
っ
た
。

　

以
上
の
経
過
で
採
決
の
結
果
、
本
議
案
は
全

員
賛
成
で
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
た
。
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総務委員会
　

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
第
5
号
「
福
知

山
市
長
及
び
副
市
長
並
び
に
ガ
ス
水
道
事
業
管

理
者
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
定
す

る
条
例
」
と
、
他
2
議
案
の
審
査
を
行
っ
た
。

議
第
5
号
に
つ
い
て
、
国
に
一
律
横
並
び
す
る

基
本
的
な
考
え
方
を
問
う
質
疑
が
あ
り
、
民
間

企
業
の
一
時
金
と
大
き
く
乖
離
す
る
こ
と
は
適

切
で
は
な
い
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　

次
に
、
議
第
７
号
「
福
知
山
市
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
」
に
つ
い
て
、
市

民
へ
の
周
知
方
法
を
問
う
質
疑
が
あ
り
、
市
民

へ
の
周
知
の
方
法
は
広
報
ふ
く
ち
や
ま
や
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
周
知
を
図
っ
て
い

く
と
の
答
弁
で
あ
っ
た
。

　

以
上
の
経
過
で
質
疑
を
終
了
し
、
討
論
を
経

て
、
採
決
を
行
っ
た
結
果
、
議
第
5
号
、
議
第

6
号
、
議
第
７
号
は
全
員
賛
成
で
原
案
の
と
お

り
可
決
さ
れ
た
。

議会だより編集委員会メンバー

編
集
後
記

5 月臨時市議会常任委員会の審査報告
市民厚生委員会

　

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
第
4
号
「
平
成

　

年
度
福
知
山
市
老
人
医
療
事
業
特
別
会
計
補

21正
予
算
（
第
1
号
）」
に
つ
い
て
審
査
を
行
っ
た
。

　

提
案
の
内
容
は
、
昨
年
度
分
の
医
療
給
付
費

が
確
定
す
る
な
か
、　

年
度
決
算
見
込
み
に
お

20

い
て
、
国
庫
支
出
金
の
歳
入
不
足
の
為
に
繰
上

充
用
金
で
補
填
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

委
員
か
ら
、
繰
上
充
用
が
生
じ
る
要
因
や
対

策
を
問
う
質
疑
に
対
し
、
国
な
り
府
で
調
整
率

を
か
け
て
交
付
さ
れ
、
本
会
計
は
単
年
度
収
支

ゼ
ロ
に
す
る
た
め
、
制
度
上
、
歳
入
に
不
足
が

あ
る
と
き
は
出
納
閉
鎖
ま
で
に
こ
う
し
た
形
で

の
補
正
な
り
専
決
が
必
要
に
な
る
と
の
答
弁
で

あ
っ
た
。

　

以
上
の
経
過
で
審
査
を
終
え
、
採
決
の
結
果
、

議
第
4
号
は
全
員
賛
成
で
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
た
。


